
　経 済 学 部

 いなつ  　かずよし

 稲　津　一　芳　先生

・インテンシブ・プログラムを導入し、英語教育に関する改革に著しい成果を
　上げた。
・授業アンケートによる学生評価が非常に高い。
・ＴＯＥＩＣを中心とした英語試験で高得点を取る学生を多数輩出している。
・民間企業での実務経験を活かし、動画や映像を積極的に活用しながら理
　論・実践の両側面を通じた英語教育や貿易・異文化間コミュニケーション
　に関する教育に長年にわたり貢献している。

　外国語学部

 すずき 　 よういち

 鈴　木　陽　一　先生

・中国語学科創設に大きく関わり派遣語学研修等様々なカリキュラムを立案
　し、実現させた。
・学生が現地での体験を通して学ぶ参加型の学習に力を注いでいる。
・海外の多くの大学と交換留学協定を結ぶことに尽力し、学生の海外留学へ
　の選択肢を大幅に拡大することに貢献した。

　理　学　部

 かいや  　はるひこ

 海　谷　治　彦　先生

・「ウェブアプリケーション」と「情報科学実験Ⅱ」の授業を有機的に連携させ
　ることにより、ウェブアプリケーションの理解と構築が可能な学生を多数輩
　出した。

　工　学　部

 てらじま　たけし

 寺　島　岳　史　先生

・教材の作成等を通じて、学生の積極的な学習意欲を引き出すことに尽力
　した。
・工場見学、卒業生との交流、研究室体験を通じて学生が自分の将来を思い
　描く機会を得られるような新しいタイプの少人数制講座「プロジェクトワー
　ク」を立案・実施している。

　工　学　部

 よねだ　  せいじ

 米　田　征　司　先生

・再履修クラスにおいて、学習状況のばらつきを配慮し、各学生の到達度を把
　握しながら、学生の理解度を向上させる授業運営を心掛けている。
・「電気電子情報特別講義」の主担当として外部講師や卒業生を招き、産業
　界の現状と将来、その他学生の今後に役立つことを学べる機会を提供して
　いる。
・正課外の取り組として、企業見学を通じて電気工学分野の教育効果を高め
　ることに貢献している。

時限 授　業　時　間

1 　９：００ ～ １０：４０

２ １０：５０ ～ １２：３０

3 １３：３０ ～ １５：１０

4 １５：２０ ～ １７：００

5 １７：１０ ～ １８：５０

6 １９：００ ～ ２０：４０

　教育職員の特に優れた貢献に対して表彰する、2011年度から始まった制度です。

・７回目となる2017年度は１名のベストティーチャー、４名のグッドティーチャーが選ばれました。

・「公開授業」は本学の教職員、学生であれば聴講することができます。

　横浜キャンパス
 　5/25・6/1・6/8・6/15
　　　　　　　（金曜日）２限

　 5月29日（火曜日）１限

 湘南ひらつかキャンパス
 　5月24日（木曜日）２限

　横浜キャンパス
　 6月5日（火曜日）１限

　横浜キャンパス
　 5月29日（火曜日）１限

　横浜キャンパス
 　5月25日（金曜日）３限

　貿易コミュニケーションⅠ
　　（１１－１１）

・「教育貢献表彰制度」とは、神奈川大学の教育理念および各学部の教育目標に基づき、本学の教育活動における

　
　中国文学概説Ａ（20-109）
　
　
　生と死を考えるⅠ（8-22）

　オペレーティングシステム
　　　（６－３０６）
ラップトップ等を持っていることを想定した、
授業および及び実習を適宜行っているため、
公開に参加される方に特別なフォロウはできませ
んが、PC等を持ち込んでいただいてかまいませ
ん

　機械材料
　　　（８－３５）

　電気磁気学演習
　　　（２３－３０９）

2017年度 教育貢献表彰受賞者の授業公開

【 授業公開期間 ： 5月24日（木曜日） ～ 6月20日（水曜日）】

表彰の種類 受　賞　者 主 な 貢 献 内 容
公　　開　　授　　業

日時（曜日）時限 授業科目名 ・ （教室）


